          　　　　　　　　　　　　　　　　まぐろラン
一昨年、エバより提案のあったNSAサイクリング企画の三浦半島の旅をヒントに三崎でまぐろを食べようを実施。コースは鎌倉から逗子、葉山の半島西海岸線を通り三崎の漁港（昼食）、帰路は半島東海岸線を久里浜まで、というもの。
05年12月11日　
当日輪行組：マッチョ、クマ、えば、たけ、しゅうへい、よーちゃん、康司、畠田

逗子マリーナ前泊組：まっちゃん、福ちゃん、メリ、マサ、タッキー　合計13名

集合：輪行組　鎌倉駅8:30、前泊組9:00　マリーナ本館前ハーバーで合流

10日前日

ぼくは福ちゃんと約束どおりアルプスランドナーの輪行準備にかかる。よしでけたと部屋の端に移す際、ちょいと腰を捻った…「ランドナーこんなに重かったかなぁ・・」

ランドナーは輪行ではロードやＭＴＢよりもコンパクトになるが、きれいにパッキングしないと泥除けもありがちゃがちゃになる。

寒いしこわばって輪行中腰でも痛めたら元も子もない…福ちゃんにはすまんが、やはり軽いロードで行くことにした。

そういへばぼくの留守中メリより電話があったらしい…・初めての逗子マリーナで不都合等あったのだろうか…心配してメール入れると、なんとあまりの感激に電話したらしい、そんなに喜んでくれて前泊を提案した甲斐があった。メリはとても感動家なので何でも教え甲斐がある。

福ちゃんに詫びの伝言を頼んだ　「年老いて、アルプス担げぬツーリスト…」

11日当日

多摩川駅7:32で出発。よーちゃんは大船まで通勤経路。康司は昨日で期末試験も終わりとても晴れやか。日曜朝の電車は空いていて旅気分。今回銀輪班多摩川ご近所クラブ（たまきんクラブ）は自走予定だったが、冬は夜明けが遅いので輪行にした。

8:30　鎌倉到着。鎌倉まで乗換含めても1時間と近い。クマも同じ電車で他の連中は早くに到着していた。早速チャリを組み立てる。マッチョは納車したてのクロモリ（鉄）の赤のデローザ。シンプルかつクラシックでとても美しい。秀平も久々に折畳みロードで登場。

さて組みあがったところで前泊組の待つ逗子マリーナ（M）向け出発。若宮大路から海岸沿いの134号にでる。ここから半島のように突き出た逗子Mが見える。海岸沿いのサイクリング道を逗子Mに向かう。ぼくはよく逗子Mに宿泊したとき朝早くこのサイクリング道沿いに江ノ島まで往復するが、波の音を聞きながら走るのはとても気持ちいい。

逗子Mで宿泊組と合流。福ちゃんのかわいいほっぺが一層かわいくお餅の様に膨らんでぼくを睨む…いやー、ごめんごめん、で福ちゃんのランドナーはコットンバーテープに藤田の皮のサドル、そして使い込んだ布のフロントバッグ…。これは相当自転車好きの父親の影響を受けてるな！　旅行行くときは父親からいつも、自転車持っていけ、といわれるそうだから。

そしてついに登場、タッキーのコ・ル・ナ・ゴ！　走り気満々。ペダルもビンディング。今回、一般道でのんびりサイクリングだしストップ＆ゴーも多いのでビンディングじゃない普通のペダルの装着を安全だし薦めたが、家にペダルレンチが見当たらず外せないというのでまあ今回ぼくらも一緒なので飛ばしたりせず、またこけても大丈夫だしむしろビンディングに慣れるにはいい機会でもあるので履かせたが、全く問題なかった。随分慣れたことと思う。

そして、まっちゃん、マッチョから譲ってもらうビアンキ。ホイールはイタリアのカンパニョーロ（シマノと並ぶ世界ブランドでシマノはレースからママチャリまで制覇しているがカンパはロードに特化したブランド…ツールドフランスでもシマノとカンパで2分されている）。こ、これをたったのうん万円で譲ってもらうの？　マッチョほとんど乗ってもないよ。友達価格の度を越えた破格値だ。皆から、まっちゃん、ヤフーオークション出せばぼろ儲けだ、といわれる。

ということで、今回はお披露目の自転車が全部で4台、秀平チャリが久々なので見たことある人ほとんどいなかったのでそれを含めると5台だ。

9:15　逗子Mを出発。最後尾で走るマッチョに安全のため視認性のいいオレンジのセーフティベストを着用させる。以前はトラブルの連絡等のため先頭と最後尾が無線機を持って走ったが今や携帯がある。先頭は道を知っているぼくが引く。海岸線の134号に乗るために少し鎌倉方面に戻らねばいけない。途中かっこいいロードのカップルに抜かれる…・女性ローディーは精悍でかっこいい。134号の逗子から江ノ島さらに湘南茅ヶ崎へは海岸沿いに走れるのでローディーには人気がある。特に冬場は南側で暖かく車も夏に比べ少ないのでいい。材木座で134号に上がり逗子海岸、葉山Ｍ、森戸海岸を走る。森戸には民家を借りてぼくらはヨットを置いていた。ぼくが東京に来て初めて海をみたのもここだった。当時たまたま親しい仲間３人がヨット（オリンピック競技などで使う、所謂ディンギー）を持っていて（ぼくも九州から持ってきていた）息投合してここをベースに活動、その後仲間も増えオール三菱などの大会にも出るようになりベースを江ノ島のハーバーに移した（ちなみにぼくのヨットは海外赴任中に廃棄処分となった）。帰国後お世話になった森戸のおばちゃんの家を訪ねたが亡くなったらしい。1人住まいで天皇家の縁戚にあるおばちゃんだった。大きな民家で合宿などもここでやっていた。懐かしい…・。

進み葉山御用邸前を通過。

集団は既にちぎれているが、マッチョも後集団にいるし安心なのでペース落とすことなく進む。タッキーがとても調子よくしっかりついている。ロードバイクに大満足のようだ。

ぼくらはいつも多摩サイや一般道でも奥多摩方面の内陸部に行くことが多いのでクルマは少ないが、冬といへども海浜地区の道路は車が多い。

ぼくも後続を気にしながら走るが、あれ、黄色のジャケットいたかなぁ…と思ったら、別のグループが間に入っていた。皆ロードで挨拶しながら抜いていった。

クルマでは何度も三崎までいったことあるが、逗子Mから40km弱くらいと思っていたが、結構近くて表示版にあと18kmなどと出ていた。少しペースも落とし途中幹線道路を外れ海岸線方面へ巻くことにした。

佐島M（ここには以前加山雄三の光進丸が置いてあったが今はどうか）へ行くために後続を待つと、先ほどのグループ（彼らも寄り道しながら来ている）がやってきて、「後続の皆さん、どなたかパンクしているようですよ」と。そして連絡が入り、秀平のがどうもエアーが抜けるのでチェックする、と。ぼくらはでは佐島Mで待っているからと進んだ。マリーナ手前の海岸で休んでいたら、また連絡が入り、やはりパンクとのこと、予備チューブを持参していなかった為ここでリタイヤ。ちょうどバス停が近くにありそこから輪行で帰る、とのこと。今回チューブに互換性がないのは福ちゃんの650Aのランドナーと秀平の20inchのミニベロロード。他は700Cのロード（7人）と650CのMTB（3人）なので、福ちゃんと秀平以外はチューブの互換性がありチューブ忘れた人がパンクしても仲間の予備が使えるのだが。実は、こういうこともあろうかと、ぼくは20inchのチューブを１本秀平用に持ってきていたのだが、20inchにも2通りあり秀平のは大径サイズの20inchでぼくのつねさぶろうのは合わなかった（鎌倉駅で既に確認済だった）。今回も予備チューブの持参は案内していたのだが、秀平もちょっとツーリングを甘くみていたのだろう。特に一時乗っていなかったらしく、チューブの劣化もあったようだ。なお、初参加の福ちゃんランドナーは650Aのフレンチバルブなので一般店頭には置いてなく調達に時間がかかるので事前に注意をしてやったが、予備のチューブは持っているとのことだった。

そういう意味ではメール案内だけでなく事前準備しておくことを強く要請しておくべきだった、とぼくも反省している。（＊タイヤの知識と解説は最後に添付）これを糧としてツーリングにおいては自宅でパーツ等が正常稼動することの確認と予備チューブの持参を皆も忘れない様しよう。

ということで、秀平のまぐろランは、まぐろにありつけないまま幕を閉じた。

さて、ぼくらは海辺で待っている間、秀平の事態を余所にのんびり…、福ちゃんが、「ちょっとタッキーのコルナゴ乗ってみよぉ！」と跨ろうとしたが、「こけて傷つけたら大変、ジミーさんのに乗ろ」

「ばかやろー、おれのなら傷つけていいんか！」　と怒鳴ってやったけど、乗っていった。

言っておくが、塗装の美しさはビラートは世にあるロードで一番だ（実際お店の人もそういう）！

ぼくがタッキーのコルナゴをしげしげと見ていたら、後輪が斜めにずれて装着されているではないか！　ブレーキシューを見ると当然のことながら片側がリムに当たっている！　以前、まっちゃんが全く同じことやったことがある。まさにサイドブレーキをかけたまま走っているようなもんであるが、タッキーは、ロードはやっぱり軽快！とご満悦だったのだが、MTBに比べるとこれでも軽快に感じたのだろう。注意：チャリを組み立てる際、フレームを逆さにしてタイヤを装着するが、気をつけないといけないのはタイヤは軽くかつチェーンのテンションがかかるのでタイヤを装填中ずれてそのままクイックを締めることがある。逆さにして装着する際はそこは注意。ぼくは逆さにせず、フレームをタイヤに載せる方法で装着するが、その場合はフレームの重量が加わるのでがちっと奥まで入る。さらにブレーキシューとの間隔、タイヤを挟むチェーンステイ（クランク付け根からタイヤ軸にかけて出ているフレームのこと）との間隔（つまりタイヤがど真ん中になっているかどうか）も確認しやすい。どちらの方法が正しいというのはない。どちらの方法にしてもクイックレバーをがっちり締めていること、タイヤがど真ん中になっていること、ブレーキシューがタイヤを回しても当たらないことを確認しなければならない。（特にクラシックタイプのエンドの場合（後ろタイヤをはめる部分が斜めに切ってあり、タイヤの位置を前後に調整できるようになっているタイプ。一方、上からすとんとかぶせるタイプは、ずれることは少ないがそれでもレバーはきっちり締めておかないと危険なのは同じ）…・・ということで、タッキーも早期発見（でもないが）によりいい勉強と無駄な力で走らずにすんだ（でもブレーキシューは半年分くらい減ってしまったか）。

ほどなく秀平の世話をしていたマッチョとエバがぼくらに合流。エバ「まぐろだけ食べにいってもいいのにぃ」と　秀平は、エバとはち・が・う　の！

さぁ、まぐろ目指して、いや三崎めざしてしゅっぱーつ！　その時タッキーが「このリュック誰のー、」　

と。福ちゃんのだった。登山だとリュック忘れていくことないだろうが、チャリは自転車という大物があるので、小さなリュックが背中になくても違和感ないのだ。休憩時の忘れ物、これも注意しよう。

もし、タッキーが見つけなかったら…輪行バックもなく、場合によっては財布もなく、大変なことになるところだった。多分、ずーっと気がつかず走っていたろうからね。

佐島M、佐島漁港を巡って134号に戻る途中、ぼくらと伴走していたグループとすれ違う。彼らもうろうろと道中を楽しみながら走っているようだ。

134号はこの辺りから緩い登りにかかる。三浦半島のこの辺り一帯は高原状になっており広大な畑が続く。大根やキャベツなど作っている。登りがでてくるとなぜか嬉しくなる（これがもう異常な証拠）。登りでも速度緩めることなく走るが、坂を愛する連中ばかりなのでしっかりついてくる。このだらだら登りがツーリングらしさを醸し出すのだ。この坂を上がり下りきったところが三崎である…が、下りは楽しくない（やっぱり異常か）、油壷マリーナ経由でまた海岸方面へ巻くことにしたので分岐で後続を待つ。結構あいたようで暫く待った。後続到着。メリが落車したらしい。なんでもないところでなぜか落車したようで、ちょうどグローブを外していたので手をちょっとかすり傷、ヘルメットは着用していたので安心。

で、何気なくメリの自転車を見ると…な、な、なんとハンドルの方向は正しいのにフロントフォーク

（前輪を挟んでいるフレーム）が反対向いている。フォークは進行方向へ少しカーブしているのが普通だがメリのは後ろを向いている。当然ブレーキも後ろを向いている。もう、大笑いというか、なんだこれ！！　と驚くばかり。康司はあまりのおかしさに座り込んで腹抱えて笑っている。

　　　　　　　　　本来の姿　　　　　　　　メリの姿

　　　　　　　　　

＾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フロントフォークが逆向き


どうしたのこれ、メリ「こけたときハンドル曲がったので、以前ジミーから教えてもらったレンチ持ってない時の応急方法でフォークを股に挟んでハンドルを元に戻したのよ、でも運転しながら、なんか変な感じだったのよねー」　これまた一同大笑い。しかし、これはちょっと急ブレーキをかけたら前に大転倒し大事故になるとこだったぞ、と。ぼくはアレンキー（六角レンチ、ヘックスレンチともいう）できちんと直してやった。

ツアーの翌日ふと思ったのだが、フォークを股に挟んでハンドルの曲がりを直すのはママチャリとかでもよくやるが、これとてかなり力入れないと戻らないもの。簡単にできるのであれば、それはヘッド（フォークとハンドルを繋ぐフレームの一番前）から出ているハンドルポスト（ハンドルを支えている棒）、ステム（ハンドルとヘッドからでているポスト（棒）を繋ぐもの）のどこかの部分のネジが緩んでいる証拠。ましてメリのように真反対を向かせることは普通はまず不可能なのだ…そう考えると、メリの落車は上記のどこかのネジが緩んでいたことが原因とも考えられる。メリも「何でもないところでこけた」と言っていたのも気になる。以前、ヒルクライムの練習でやはりメリはステムがゆるゆるでハンドルが動いていたことがある。この時も危なかった。メリは非力なのか締め方が緩い、また時々ネジのあるパーツはかちっと締まっているかチェック（もちろん手じゃなくアレンキーで）しなければいけない。ネジは振動で必ず緩んでくるから。メリは自転車ではいろいろな伝説を作ったが今回は最高というか最低。今まで面白かったのは、せっかく自転車に合わせて買ったビアンキのサドルバッグが後ろタイヤにこすって溶けた。サドル（シート）がシートポストにしっかり固定されておらず前がかなり上向きになっていた（これもネジが緩いのが原因）。

そろそろ出発しようと思ったらマサがいない。前にあるスーパーにクレ555を買いに行った、とのこと。走行中マサのチェーンがさびさびでスズメが鳴いていたし変速の具合も悪かったらしいので、秀平やメリのトラブルで気になったのか調達に駆け込んだらしい。ちなみに、チェーンは全体を錆びさせてしまったら新品に交換する方がいい（チェーンなんて1000円ちょっと、でも自分で交換できないと工賃2000円くらいとられるだろうけど）が、応急措置として注油は有効。

さーて、ここから三崎まで下りだが、面白くないし時間もあるので、油壷方面を回る。この油壷のマリ－ナはかなり入り江になっておりまるでフィヨルドだ！（大げさ）…池だ。

さてさて、三崎のまぐろ水揚げ埠頭が見えてきた。もうすぐだ。

12:10　三崎港の料理店がならぶ海岸に到着。ちょうど同じタイミングで伴走していたグループと出会った。彼らは油壷経由でなく34号を直接下ってきたようだ。彼らも三崎といっていたのでまぐろランだろう。値段を適当にチェックして座敷があるとのことなので適当な店に入る。2階の港が見える間に通された。一組カップルがいたが今まで静かに港を眺めながら食事していたのに、レーパン姿にヘルメット携えた連中がどやどや入ってきてかってにテーブル並べ替えるわ、メニュー決めがうるさいわで迷惑だったろうが幸い大分食べ終わっていたようだった。

とにかく泡だ。泡を注文。あとは好き好き。生泡10杯、ビン泡9本、お銚子1本となかなかの出来映えだった

13:30まっちゃん、タッキー、マサは逗子まで戻り（まっちゃんが車を置いており輪行準備していない為）、他は久里浜まで行くので宴もたかなわプリンスでございますが、そろそろお開き。精算時、鉄火丼のご飯が熱く魚があったまっていたので「飯が熱すぎるよ、酢飯をあんなに熱くするもんじゃない、魚が傷むでしょうが…　　少しまけて」とお願いするがにっこり笑顔で「すみませんでした」というので許してやったが、持ってきたとき指摘しておけば「作り変えてくれたか」と思ったり、ちょっと悔しかったが、まぁ反論せず笑顔で謝罪したので許してやった。まあ、どやどやといっきに駆けつけたので飯をさます時間なかったのだろう。（酢飯のタイミングは難しいからねぇ、冷たすぎてもおいしくないし熱すぎても魚傷むし…。（今度康司とまた行く予定なので裏通りにある安くていい店を探しておきますね）

逗子戻り組と別れ、ぼくがよく行く地元の魚屋（ここは観光客相手でなく地元相手で魚も遠洋ものでなく（あるのは唯一まぐろ）、地魚、しかも網魚でなくぼくが好きな磯ものなどの釣り魚があり新鮮。石鯛の子（九州ではサンバソウと呼ぶ）やカサゴなどあり買って帰りたかったが今回はチャリということもありそれは諦めてまぐろの腸の輪切りがあったのでそれを買った（きちんと氷を入れて包装してくれておりリュックの中で服で囲んでいたので帰ってもまだ氷が残り冷えていた…日本酒で食べた、うまかったぁ…）。エバちゃんはマグロの柵、メリも何やら買っていた。ＨＰで写真掲載していたがこういう風景とランドナーは似合う・・いかにも旅という感じ。

さてさて、久里浜向けて出発。港沿いに走り坂をあがると高原状になっている。なかなかこの三浦半島は高原地帯がよい。特に三崎から東へ半島沿いに走るコースは車も少なく快適。高原状のため適度なアップダウンが変化があってよい。そういうなか坂でたまたまぼくが福ちゃんの後についた時、スプロケット（フリーともいう：後ろに数枚あるギヤの塊）見ると、トップ（一番外側の重いギヤ）から2つくらいのところに入れてきつそうに上がっている。「福ちゃん、なんでそんな重いの入れとん、後ろ軽くしたら」と。福ちゃん「あ、そうだ、後ろにギヤあったんだ、忘れてた」とおとぼけ。

高原から千葉の房総半島がよくみえる。高原を下ると三浦海岸に出た。ここからはクルマも増えるが海岸沿いに自転車道がありそこを走る。久里浜までもうすぐだが、ちょいとコースを間違え（ショートカットではあったが）、尻こすり坂なる名称の道を漕ぐ。メリが少し遅れ気味だ。その名前から何となくメリが遅れるのがわかる気がする…。

16:10　ＪＲ久里浜駅到着　ここは京急の街らしく京急の駅はデパートや商店街と隣接しているが、ＪＲ久里浜駅はそこから離れて（見えもしない）ひっそりと佇んでいるが、木造でなんとなく大正ロマン的でイギリスの田舎駅的様相でなかなかいい。ランドナーがとても似合う駅だ。皆、おつかれーの合図で輪行の準備にかかる。ランドナーといへば、福ちゃんの手際良さに驚いた。ランドナーは他のよりも小さくなるが解体は結構面倒なのだ（ぼくよりも明らかに上手で速い）。フリーの変則を忘れていたというおとぼけはあるものの、確かにツーリストでありサイクリストである。銀輪旅人といったところか。多分、自転車好きの親父さんたちが見たら、今でもこういう娘さんがいるんだ、と泣いて喜ぶだろう。

また、康司の輪行準備をじーと見ているおじさんがいて、自転車がいとも簡単に数秒でタイヤを外せるのに感心していた、康司いわく「どこでもこんなおいちゃんいるねー」　と。そう、伊豆半島を2人で走ったときも熱海の駅で、ぼくらから離れないおじさんいたし、下田でもいろいろ話しかけられた。

16:40始発の列車で泡片手に乗車。楽しい旅が終了。

総括：秀平の撤退、タッキーのホイール装着不良、メリの曲芸自転車、マサの錆び錆びチェーンと変速不良……街乗りママチャリとツーリングとはまったく違うこと、そして何より自転車にかんする整備と知識そして前仕度というのがツーリングでは大切であり皆にも迷惑かけないことになる。自転車は専門用語が多く、それを知らないといちいち説明して会話しないと通じない。専門用語にはＮＳＡ銀輪記録では当初より解説を付して記載しているので（よって文が長くもなる）覚えていってもらえたら幸いである。

これからも楽しい自転車の旅をやっていきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　特集　　タイヤの話
タイヤのサイドに記載されている　26×1 1/4　　26×1.25　の表示。自転車のタイヤの側面をみてください。特にママチャリとＭＴＢを持っている人は26は同じでもその後の表示方法が違うのがわかるでしょう。
この二つ、算数的には普通の人がみたら単に分数表示か小数点表示かの違いだけで同じと思うでしょう、しかし実はこの表示の違いにより同じ26インチでもタイヤ径が異なり互換性はない。
26はタイヤ径サイズ表示、×の後ろはタイヤ幅表示。なんとタイヤ幅の小数点表示のものと分数表示のものとでは、実際26インチといいながらタイヤ径が違う。つまり単に26インチのチューブを買ってもここを確認しないと合わないことになる。
前者は、650Ａといって英国式ランドナーやママチャリに使用されているもので典型的な日本の自転車サイズ。後者は、650ＣといってＭＴＢでよく使われるサイズ。AとＣがあってＢがない、と思うでしょう、実はある。　650Ｂというのは、フランス式ランドナーで使用されているもので、これぞランドナーというものだが、一般にはほとんどない。

通称26インチと呼ばれるこの3種類、互換性はない。

つまり、ＭＴＢの出現以前は、650Ａ 650Ｂ 700Ｃだったわけで、ABCとなっている。
なお、ロード＝700Ｃではない。650Ｃのロードもある。また、ママちゃりでも大径の通称27インチで700Ｃを使っているものもある（もちろん幅は全然違うが）を使っているのもある。

ついでにバルブ（空気を入れるところ）の話

バルブには、英式（ウッズともいう）、仏式（フレンチ、プレスタともいう）、米式（アメリカン、シュレッダーともいう）の３種類がある。ママチャリは大抵英式、ランドナーは仏式（しかしリムのバルブ穴を削って広げ英式が使えるようにしておくとママチャリチューブが使えて便利）、ＭＴＢは仏式と米式と２種類ある。ロード（700C、650Cとも）は仏式だ。

これも認識しておかないと、例えば27英式のチューブを買っても同じ27のロードのホイールには使えない（バルブ穴の大きさが合わない）。また、空気入れ（ポンプ）もそれぞれ異なるので、ママチャリ用の空気入れではロードやＭＴＢの空気は入れられない。

以上、チャリの豆知識。
